



転説法の作例を取り上げ､ 物語論の観点から分析する｡ すでに別稿で､ 虚構
内虚構の作中人物が虚構内の ｢現実世界｣ の人物と接触する型の転説法を分
析した (岩松 1999b｡ また同 1999aも参照)｡ いわばそこでは虚構内虚構の
作中人物の ｢自由｣ が問題とされていた｡ 本稿ではこれとはことなり､ 虚構
内虚構の語り手・書き手の意図あるいは事故によって､ 物語階層の混淆が生
じる例を比較する｡ 取り上げる作例は､ フランスの小説家ディディエ・マル
タン1)の長篇小説 Il serait une fois. . .2) (1976) と､ 日本の小説家筒井康隆の中
篇小説 『驚愕の曠野』 (1987) である｡
マルタンの未訳の長篇 Il serait une fois. . . は､ どこともしれないが､ どう
やらオリエントらしき世界を舞台としている｡
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1977年の長篇小説 『飛行する少年』 (村上香住子訳､ サンリオ SF文庫､ 1979年) が
ある｡
2) 昔話の語り出しの決まり文句 Il une fois. . . (むかしむかし､ あるところに……が
いました) の直説法半過去形を条件法現在形に変えたもの｡ 条件法は現在の事実に反
する仮定の帰結を表現する｡ 英語で言うならば Once upon a time there would be. . .と








し､ 彼女を略取しようとする｡ アジメールは〈私〉の計画を阻止して､ 娘と
逃げ､ 知事邸への〈私〉の遠征は失敗に終わる｡ 第５章の終わりで〈私〉は､
お抱えの少年語り部奴隷であるドゥマに､ この遠征を〈あたかも成功したか














界を指示対象とするか､ という違いである (Ryan 1991, pp. 2629) (少なく
とも､ 理念上は)｡
虚構や空想といった ｢非実際のもの｣ は､ つねに ｢実際のもの｣ である人
間の意識活動の産物である｡ そうである以上は､ ｢非実際のもの｣ は ｢実際
のもの｣ を基底としてのみ存在しうる｡ 以下､ この小説では､ 条件法の架空
世界への出入口が何度も開き､ ついには ｢実際のもの｣ と ｢非実際のもの｣
との様相的階層状態が､ 危険なまでに曖昧になってしまう｡ フロイトは夢を





入らず｡ 結局アジメール一行を追跡することにする｡ 道中､ ドゥマは主人の
ために〈恋に悩むものを夢へと誘う […] 物語(Martin 1976, p. 61) を語っ
てやる｡ このヴァージョンのなかでは､ ドゥマと (三人称で) 呼ばれる登場
人物が､ アジメールに捕えられてしまう｡ その物語を語ったあと､ この若い
語り部は､ ほんとうに知事によって囚われの身となってしまった｡ 以下､ 小
説の後半では､ 主人である〈私〉がドゥマを探し求める｡
第15章の冒頭の文は､〈『私の主人は馬鹿ではない』 とドゥマは話しはじめ


















ドゥマが話し終わると､ 知事は､ いまの物語の前半 (第16章) には一人称
の指示詞〈私〉があったのに､ 後半 (第17章) にはそれがない (＝三人称の
語り？) とはどういうことか､ と尋ねる──
｢[…] 第１話では､ […] そなたは自分の主人を ｢私のご主人さま｣ と







末尾でも､ ドゥマはふたたび話を始める｡ この章はやはり､ つぎのような文
で終わる──〈ドゥマはくつろいで座り､ それから目を閉じ､ 口を開いて語
り始めた(p. 179)｡ 第19章は､ 虚構であるはずのつぎのフレーズで始まる
──〈｢よろしい｣ と主人は言った｡ ｢お前の約束どおり､ いまのお前の物語
はあまり長くなかった｣(p. 180)｡
主人 (領主) は少し休憩を取るために横たわり､ 眠りに落ちる｡ 語りは領
主の夢の記述へとすべりこむ｡ この夢のなかで､ 彼は〈アジメールの宮殿の
広間を見下ろす回廊の､ 木工細工の壁(p. 186) を認識する｡ ドゥマがそこ





岩 松 正 洋44
199)｡ その物語が次章を占める｡〈私がアジメールの宮殿のなかで眠ってい



















している (ストーリーと作中物語との同時進行は､ ガルシア・マルケス 『百
年の孤独』 の結末を思わせる)｡ アジメールはドゥマの話を制止しようとす
るが､ できない

























｢なんだって？｣ と主人は言った｡ [p. 239]
奇妙なことに､ アジメールが振り返ると､ 彼は仰天した召使いたちのなか
にひとり立っているのだった｡ このアフマド＝アムドの消失は､ アムドが登
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場時に最初に領主と交わした契約 (あなたが彼を見つけたら､ すぐに私は
いなくなります(p. 141)) の履行とみなされるべきものだ｡ しかし､ どん
でん返しはそれだけではない｡ この作品の末尾には､ アンドレ・ジッドの
『ユリアンの旅』 (1893) やエリック・マコーマックの 『パラダイス・モーテ
ル』 (1989) の末尾に似た､ 完全な ｢前言撤回｣ がある｡ 最終章に以下の一
節が存在する──
















すべて､ 小説の一登場人物の発言とみなされるべきものである(p. 7 ;
Barthes 1975, p. 81) が意味していたことにも思い当たる｡ この題辞だけが
印刷された､ ほとんど真っ白な第１ページのあとに､ じつはさきほど紹介し












Il serait une fois. . .では､ 作中の話者が虚構内虚構を口頭で､ いわば即興
で発話するうちに､ 語られた内容が現実化するという型の転説法が見られた｡
続いて､ すでに書かれた物語を作中人物が朗読することによる虚構内虚構の
転説法の例として､ 筒井康隆の 『驚愕の曠野』 の構造を挙げておこう｡
『驚愕の曠野』 の基底階層は､ ページの上部を大きく開けて､ 下半分にだ
け印刷されている｡ 冒頭はこのようになっている｡
この長いながいお話､ とうとうこんなに読んできてしまいました｡ ほう
ら｡ こっち側に､ 天井まで届くほどに積みあげてあったご本が､ 半分近






ちばん好き｡ でも､ 鹿歩は死んじゃったわね｡ 今は影二のお話が続いて
います｡ 次の巻もやっぱり影二のお話です｡ では､ 読みはじめましょう
ね｡ [筒井 1987､ 184185頁]

















生が､ とうとう死んでしまったみたいですね)｡ また､ 聴き手である子ども
たち (？) の反応を誘導する (悪いひとでも､ 死んでしまうとちょっと､
やっぱり､ 可哀想ね｡ これはまた作者・筒井が読者の反応を誘導している
ということでもある3)｡ そして､ 意味深長な疑問を提示する (でも､ ほんと
























す｡ この世界では蚊が急速に巨大化している｡ 影二と小清は旅立ち､ 小清は
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3) このような技法は､ 物語論で評価 (evaluation) と呼ばれる現象 (Labov 1972 ; Pratt
1977) と密接に関係する｡ 評価とは､ 物語命題が指し示す事態が､ 物語られる価値
(tellability) を持つものであることを強調し､ 要点 (point) がどこにあるかというこ
とを示すものである｡ しかし話者の評価は必ずしも物語価値だけには関係しない｡ 語
り手の 可哀想のような言明がむしろ､ 想定される読者の反応を先取りすることに
よって､ 読者に ｢いかに反応するべきところであるか｣ を示すということを本稿では
指摘しておく｡
かつて自分がネズシという魔物 (小清曰く〈猫が二度死ぬと､ ネズシになる


















家はここだけにしかないみたいだし〉(245頁) と､ 自分 (たち) が住む現実



















けられ､ 死を覚悟する｡ ついで場面が小清の物語に移る｡ 需妥仏を岩で叩き
殺してきた小清が壁のない破屋に入ると､ 若い娘が着る布地を纏った白骨死
体と､ 積み上げられた和綴じの書物を見出す｡ 各巻の表紙に巻数が書かれて
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4) 他生と空間的移動の主題は､ 筒井の先行作品では短篇小説 ｢旅｣ (1968) に見られ､
短篇小説 ｢平行世界｣ (1975) では平行世界､ また長篇小説 『夢の木坂分岐点』
(1987) では夢という装置を用いてこの主題を取り上げている｡ 他生という主題は短


































で影二と言葉を交わした男) を見つけ､ カニノフチを食い殺す｡ 堯はその場
を逃げ､ 廃墟にたどり着き､ そこに散らばった紙片を読み始める｡
つぎのページは､〈おむけに倒れた〉(280頁｡ 原文ママ) から始まる｡ 以
下､ ばらばらの紙片にふさわしく､ 物語は切れ切れとなる｡ 長くて３ページ




番目の断片の冒頭に〈(裏面)〉とあること､ また各ペア (第 56､ 78､ 9
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10､ 1112､ 1314断片) を構成する文字数がほぼ同じであることからわかる｡
また各ペアは､ 初出 (掲載誌《文藝》1987年冬号6667頁) ではふつうに並
べられているが､ 以降の既刊のすべての版 (88年の河出書房新社版149158
頁､ 91年の河出文庫版177186頁､ 2002年の新潮文庫版295304頁) で､ 作中
の紙片を再現するために､ 奇数ページとその裏面である偶数ページに印刷さ
れている｡
第１断片 (３ページ強) では鹿歩と五英猫の会話､ 第２断片 (２ページ強)




















〈ぼく〉や子どもたち (？)､ あるいは作中作 (中作？) で書物や紙片を読
む小清や堯だけでなく､ 象徴的には､ 『驚愕の曠野』 を読むわれわれ生身の
読者をすらさししめそうとしている｡ 第９断片〈界では放射性物質と呼ばれ
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てい〉(原文ママ) とその裏面である第10断片〈因子がそれら無数の蚊の血




















なのか｡ すべてを説明することなく 『驚愕の曠野』 は
終わる｡
 理論的展望 転説法的意識








5) むろん､ 引用符のもとに提示することは可能だが､ 引用符はヒラク (あらたな階層の
開始) とトジル (その階層の終了と､ 基底階層への回帰) とがセットになった視覚記
筒井作品の例に顕著だが､ こういった小説では､ 登場人物は自己の存在論
的地位を意識している｡ たとえばボルヘスの短篇小説 ｢円環の廃墟｣ の主人
公は､ 最後に〈おのれもまた幻にすぎないと､ 他者がおのれを夢みているの
だと悟った〉(ボルヘス 1940, 80頁)｡ このような意識はまた､ 自分が虚構
の人物であると自覚している登場人物たちにもみられる｡ またレーモン・ク
ノーの最初の長篇小説 『はまむぎ』 (1933) における､ ピエール・ル・グラ




｢いや｡ 登場人物｣6) [Queneau 1933, p. 36]
同じ小説の結末で､ エティエンヌ・マルセル (14世紀の英雄的パリ市長と
同じ名前)､ サテュルナン・ベロテル､ シドニー・クロシュ (別名エトルリ
ア女王ミス [のちミシズ]・オーリニ) が､ 彼らが住んでいる書物 (つまり
『はまむぎ』 それ自体) について､ 自分が気にくわない挿話は抹消すれば






期ジョイス ( Joyce 1916, p. 242 で自伝的主人公スティーヴンは､ 作者は作
品の創造神として不可視であるべきだと述べている) の ｢リアリズム｣ 志向
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号であり､ あらたな階層がある程度以上の長さを持つばあいの使用には適さない｡ ヒ
ラクの存在が忘却されてしまうのだ｡
6) ここで登場人物と訳した personnage は著名人の意味もある｡ 現実に見張ることがで
きるのが著名人であるのにたいして､ 問いの ｢小説家｣ という語と対になる意味は､
通常の意味で ｢見張る｣ ことができない ｢登場人物｣ である､ ということから､ ダブ
ルミーニングのパラドクシカルなおかしみが出てくる｡
に､ 真っ向から反対することになる｡ メタフィクションの登場人物は､ ホフ
スタッターが以下の譬え話で見せたように､ 作者の傀儡にすぎないとも言え
る──
Ｚ､ Ｔ､ Ｅという３人の作者がいる｡ しかしＺはＴの小説のなかにしか
存在しない｡ 同様に､ ＴはＥの小説のなかにしか存在しない｡ そして奇
妙なことに､ Ｅはただひとつの小説のなかにしか存在せず､ それはもち




むろん､ そこには仕掛けがある｡ Ｚ､ Ｔ､ Ｅという３人の作者もまた､
Ｈによって書かれた別の小説の登場人物なのだ！ 三角形ＺＴＥは不思
議の環あるいはもつれた階層とみなせるが､ 作者Ｈはもつれ空間の外に











スの ｢刀の形｣ (1942) における〈ボルヘスさん､ ミラン・クンデラの 『不




19世紀的な幻想小説のあと､ いかなる ｢想像的なもの｣ が小説の世界に存
在したのか｡ 20世紀小説は､ しばしばこの ｢実際｣ と ｢非実際｣ との戯れを
めぐって書かれている｡
美学者ケンドール・ウォルトンは 『ミメシスとごっこ遊び』 において､ 虚
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